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フクちゃんサキちゃんも参加したよ フクちゃんサキちゃんも参加したよ フクちゃんサキちゃんも参加したよ 

和室ではお茶席も 和室ではお茶席も 和室ではお茶席も 

牛乳パックを使ってハガキ作りに挑戦！ 牛乳パックを使ってハガキ作りに挑戦！ 牛乳パックを使ってハガキ作りに挑戦！ 

第９回イングリッシュ・フェスティバル第９回イングリッシュ・フェスティバル 第９回イングリッシュ・フェスティバル第９回イングリッシュ・フェスティバル 第９回イングリッシュ・フェスティバル 力作ぞろいの公民館クラブ活動展 力作ぞろいの公民館クラブ活動展 力作ぞろいの公民館クラブ活動展 食育ジャンボかるた大会 食育ジャンボかるた大会食育ジャンボかるた大会 食育ジャンボかるた大会 

２ 

●不審な食品表示を見かけたら 
　『食品表示１１０番』０７９－２８１－３６９４ 
　食品を購入する際に目にする食品表示に間違
いがあれば問題です。 
　不審な表示を見かけた場合、食品表示に疑問
がある場合は、『食品表示１１０番』にお電話く
ださい。 
●講師を派遣します 
　食品表示について広く知っていただくため、
みなさんが開催される集会などに職員を派遣し
ています。お気軽にお問い合わせください。 
 
問い合わせ先 
　農林水産省　近畿農政局　姫路地域センター
　　０７９－２８１－３６９４ 

「食品表示」に気をつけて 「食品表示」に気をつけて 
●文化センター行事予定（12/19～1/19） 

神崎学園 
日時：１２月１９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　１月９日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：１月９日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　１月１６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：１２月１９日（木）１３：２０～１５：００ 
演題：「口からはじまる健口づくり」 
講師：中播磨健康福祉事務所 
　　　　　主任歯科衛生士　山内千代 
＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。どう
ぞお越しください。 

　１１月２日、３日の２日間、文化センター、エルデホー
ルなどを会場に、第４０回福崎秋まつりが開催されました。
今年も食育イベントを含め盛りだくさんの内容で、会場は
多くの人でにぎわいました。 



　１１月１０日、兵庫県民会館で、兵庫県子ども会６０
周年記念大会が行われました。 
　記念事業・作品募集の部において、庄子ども会
の児童３人の作品が優秀賞に選ばれ、大会式典で
表彰されました。おめでとうございます。 
ポスターの部　　難波　潤 
スローガンの部　西井　礼 
作文の部　　　　岡本紗和　　　　　（社会教育課） 

３ 

　福崎町では、成人の方々を祝し、成人式を次の日程

で開催します。 

　今回も、成人式実行委員会のみなさんによる企画等

を取り入れ、実り多き成人の日となるようにしていき

たいと思います。 

　お誘いあわせのうえ、ご出席ください。  

日　時　１月１３日（月・祝） 

　　　　９：４０～（受付　９：１５～） 

場　所　エルデホール 

対象者　平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの方 

※学校や勤務の都合で福崎町に住所がない方で、

成人式をふるさとで迎えたいと希望される方は、

社会教育課までご連絡ください。 

問い合わせ先　教育委員会　社会教育課（内線２５７） 

　工業統計調査は、我が国の工業の

実態を明らかにすることを目的とし

た統計法にもとづく報告義務がある

重要な統計です。 

　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎

資料として活用されます。 

　調査時点は平成２５年１２月３１日です。 

　調査票への回答をお願いします。 

平成２５年工業統計調査を実施します 

経済産業省・兵庫県・福崎町 

　１１月２０日、姫路市文化センターで開催された第 
４４回兵庫県連合自治会大会で、長年（５年）にわた
り区長として、明るく住みよい地域社会づくりに貢
献されたことに対し、兵庫県連合自治会長表彰が行
われました。 
　受賞された方々は
次のとおりです。 

（敬称略） 
　中塚幹男（鍛治屋） 
　日野利之（福田） 
　今後ますますのご
活躍を祈念します。 

（総務課） 

　１０月２９日、町民第１グランドで、福崎町老人グ
ラウンド･ゴルフ大会が、４８チームの参加を得て開
催されました。 
　天候にも恵まれ、選手のみなさんは日頃の練習の
成果を十分に発揮され、パワーあふれる姿が印象的
でした。 
　成績は次のとおりです。 
　　優　勝　山崎第１チーム 
　　準優勝　板坂第２チーム 
　　第３位　田口チーム 
　　敢闘賞　長野チーム 
　おめでとうございます。 
　上位１０チームは来年開かれる中播磨大会に福崎町
代表として出場します。 
　ご声援をよろしくお願いします。 

（健康福祉課） 



★エルデホール催物のご案内★ 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【１２月の休館日】５日・１２日・１９日・２４日・２６日・２９日・３０日・３１日 
　【１月の休館日】１日・２日・３日・９日・１４日・１６日・２３日・３０日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

12月15日（日） 12月の催し チケット好評発売中！ 

米村でんじろう　おもしろサイエンスショー２０１３ 

■出演／米村でんじろう 
■開演／１回目１３:００（開場１２:３０） 
　　　　２回目１５:３０（開場１５:００） 
■入場料／２,３００円（当日５００円増） 
　　　　　【全席指定】 
☆テレビでおなじみの米村でんじ

ろう先生のわくわく☆ドキドキおもしろ実験室。 
科学の不思議や楽しさを家族そろって体験しよう！ 

１月19日（日） 1月の催し チケット好評発売中！ 

☆みんなキラキラ☆夢コンサート 

■出演／兵庫稲美少年少女合唱団・田原っ子合唱団 
■開演／第１部　１３:３０　「田原っ子合唱団」公開レッスン 
　　　　第２部　１４:１０　「兵庫稲美少年少女合唱団」 

☆みんなキラキラ☆夢コンサート 
■入場料／大人８００円、小・中・高校生５００円 
　　　　　親子ペア券１,０００円　　　　【全席自由】 
☆毎年、海外の一流合唱団と競演し、過去８回の海

外公演も行っている「兵
庫稲美少年少女合唱団」
のコンサート。数々の
受賞実績があり高い評
価を受けているハーモ
ニーをご堪能ください。 

住民企画事業  

２月11日（火・祝） 2月の催し 

アンディ先生のマジック＆イリュージョンショー 

■出演／プロマジシャン　アンディ先生 
■開演／１４：００（開場１３：３０） 
■入場料／５００円 
　（３歳未満無料）【全席自由】 
☆幼児から大人までいっしょ

にご覧いただける全年齢型マジックショー。ありえ
ない瞬間移動、浮遊など、想像をこえる魔法世界を
お見逃しなく！みなさんの笑顔をお約束します。 
■主な出演番組／シャキーン！（NHK教育）、世界
まる見え！テレビ特捜部（日本テレビ系）ほか 

12月13日（金）チケット発売開始！ 

　文化の香るまち福崎町では、日頃の音楽活動の成果

を発表する場として「カラオケ歌合戦」を開催します。

エルデホールのステージであなたの大好きな一曲を熱

唱してみませんか？歌やパフォーマンスに自信のある

みなさん、ふるってご応募ください。 

日時　２月１６日（日）１３：００～１６：００ 

会場　エルデホール　メインホール 

内容　紅組（女性）と白組（男性）に分かれてカラオケ

の総合得点等を競う団体戦（1組1曲・２コー

ラス） 

出場資格　町内に在住・在学・在勤で小学生以上の方

　　　　　（小・中学生は保護者の同意が必要） 

対 象 曲　通信カラオケDAMに登録のある曲 

　　　　　※重複の場合は、後日抽選。 

募集定員　紅組・白組各１５組（１組５人まで。マイ

クは２本まで。） 

　　　　　※定員超過の場合は後日抽選。 

　　　　　　抽選会：１月１０日（金）１４：００～ 

※年代構成やジャンルを考慮し、優先的に

決定する場合もあります。 

参 加 費　１組１,０００円（高校生以下は無料） 

　　　　　※観客の入場は無料です。 

申込方法　社会教育課、エルデホール、文化センター

で配布する申込書に必要事項を記入し、持

参してください。 

申込期間　１２月９日（月）～２５日（水） 

申し込み・問い合わせ先 

　社会教育課（内線２５７） 

　エルデホール（　２３－１６５５） 

　文化センター（　２２－３７５５） 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 

（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
毎月第3水曜日　13:00～15:00 

（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
毎月第3水曜日　10:00～15:00 

（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 

（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23

４ 



福崎町 

福崎小学校１年　泰永颯樹 

　
人
権
と
は
、
相
手
を
そ
ん
敬
す

る
気
持
ち
。 

　
人
権
と
は
、
支
え
合
い
は
げ
ま

し
合
う
気
持
ち
。 

　
人
権
と
は
、
お
た
が
い
に
認
め

合
う
気
持
ち
。 

　
人
権
と
は
、
み
ん
な
が
平
等
で

あ
る
と
い
う
事
。 

　
人
権
と
は
、
生
き
る
権
利
の
事
。 

　
私
が
考
え
る
人
権
と
は
、
こ
の

よ
う
な
事
で
す
。
現
代
の
人
た
ち

は
人
権
を
大
切
に
で
き
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

　
社
会
の
授
業
で
歴
史
を
学
び
ま

し
た
。
何
百
年
も
前
の
日
本
で
は
、

刀
や
鉄
砲
を
持
ち
、
命
を
う
ば
い

合
う
戦
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
強

い
者
が
勝
ち
、
勝
っ
た
者
が
土
地

や
人
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
ろ
の
日
本
に
は
人
権
な
ど
全

く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
戦
い

を
く
り
返
し
、
た
く
さ
ん
の
人
が

ぎ
せ
い
に
な
り
、
命
を
お
と
し
て

き
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
は
、
決
し

て
み
ん
な
が
望
ん
で
戦
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
戦

わ
な
け
れ
ば
自
分
の
命
が
う
ば
わ

れ
る
、
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
で

す
。
本
当
は
仲
間
と
共
に
ふ
る
さ

と
を
大
切
に
し
、
平
和
に
く
ら
し

た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　
あ
る
日
、
大
河
ド
ラ
マ
の
「
八

重
の
桜
」
を
見
ま
し
た
。
そ
の
す

が
た
を
見
て
、
は
じ
め
は
「
か
っ

こ
い
い
」
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

続
け
て
見
て
い
く
う
ち
に
、
つ
ら

さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
会
津
を
守
る
た
め
、
仲
間

を
守
る
た
め
、
ま
た
弟
の
か
た
き

を
う
つ
た
め
に
戦
う
八
重
を
見
て
、

と
て
も
複
雑
に
思
い
ま
し
た
。 

　
家
族
や
仲
間
が
殺
さ
れ
る
の
は
、

本
当
に
つ
ら
く
悲
し
い
事
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
か
た
き

を
う
つ
た
め
に
、
ま
た
鉄
砲
を
持

つ
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の

鉄
砲
で
撃
た
れ
た
相
手
の
家
族
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ

ん
悲
し
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
ま
た
か
た
き
を
う
つ
…
。
い
っ

た
い
い
つ
に
な
っ
た
ら

終
わ
り
が
く
る
の
で
し

ょ
う
。
そ
ん
な
事
を
考

え
る
と
、
と
て
も
悲
し

く
な
り
ま
し
た
。 

　
現
代
の
日
本
で
は
、

と
て
も
考
え
ら
れ
な
い

で
す
、
ド
ラ
マ
に
し
て
も
、

私
に
と
っ
て
は
、
実
際

に
あ
っ
た
出
来
事
と
い

う
よ
り
、
物
語
の
よ
う
に
し
か
思

え
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
今
の
日
本

は
平
和
だ
と
い
う
事
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
全

て
の
人
権
が
そ
ん
ち
ょ
う
さ
れ
て

い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
と
思

い
ま
す
。 

　
最
近
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
よ

く
見
る
の
が
、
「
い
じ
め
」
の
問

題
で
す
。
い
じ
め
を
苦
に
し
て
、

自
殺
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
は
じ
め

は
ち
ょ
っ
と
し
た
イ
ジ
ワ
ル
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
さ

れ
た
方
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
つ

ら
く
悲
し
い
事
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
私
の
周
り
で
も
、
人
の
悪
口

を
言
っ
た
り
、
考
え
や
意
見
を
バ

カ
に
す
る
よ
う
な
発
言
を
聞
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
身
近
に

で
も
あ
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
広

い
世
界
に
は
も
っ
と
大
変
な
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ゆ
う
ふ
く
な
生
活
を
送
る
人
も
い

れ
ば
、
今
日
食
べ
る
物
が
な
く
、

死
ん
で
い
く
人
も
い
ま
す
。
今
こ

の
し
ゅ
ん
か
ん
に
戦
争
を
し
て
い

る
国
が
あ
り
ま
す
。
人
権
を
守
る

こ
と
は
、
と
て
も
む
ず
か
し
い
事

だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
や
り
た
い

事
を
し
て
い
た
の
で
は
、
人
類
は

い
ず
れ
ほ
ろ
び
て
し
ま
う
と
思
い

ま
す
。 

　
人
を
思
い
や
る
事
は
で
き
ま
す
。

相
手
を
認
め
、
そ
ん
敬
す
る
事
も

で
き
ま
す
。
支
え
合
い
は
げ
ま
し

合
う
事
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

　
小
さ
な
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
八
重
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に

「
私
は
私
に
で
き
る
事
を
す
る
」

そ
の
一
つ
一
つ
の
事
や
人
と
人
と

が
つ
な
が
っ
た
時
、
人
権
は
守
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
ず
は
、
私
に
で
き
る
事
を
精

い
っ
ぱ
い
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。 

福崎東中学校３年　福井美桜 

日
本
の
歴
史
と
人
権 

八
千
種
小
学
校
６
年
　 

谷
岡
千
夏 

ど
う
し
た
の
　
気
づ
か
う
や
さ
し
さ 

　
う
れ
し
い
な 田

原
小
学
校
４
年
　
　 

長
濱
健
太 

思
い
や
る
　
気
持
ち
で
い
じ
め 

　
ゼ
ロ
に
な
る 高

岡
小
学
校
５
年
　
　 

川
端
海
斗 

た
す
け
あ
う
　
み
ん
な
の
心
が 

　
一
つ
に
な
る
よ 

八
千
種
小
学
校
５
年
　 

上
杉
樹
生 

「
あ
り
が
と
う
」
　
そ
の
一
言
で 

　
広
が
る
輪 

福
崎
東
中
学
校
２
年
　 

藤
原
瑞
希 

福崎西中学校２年　吉　朱音 

５ 



生活科学 
センター 
だより 

モ
バ
イ
ル
通
信
契
約
 

必
要
か
ど
う
か
よ
く
考
え
て
 

〔
相
談
〕 

　
「
光
回
線
を
利
用
し
て
い
る
か
」

と
電
話
が
あ
り
、
利
用
し
て
い
る

と
答
え
る
と
、
「
通
話
料
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信
料
が
月
８
千

円
以
上
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
が

電
話
回
線
を
変
更
す
れ
ば
２
千
円

は
安
く
な
る
」
と
説
明
が
あ
り
、

契
約
し
た
。
３
日
前
に
携
帯
電
話

の
よ
う
な
機
器
が
届
い
た
。
ど
う

や
ら
無
線
で
利
用
す
る
よ
う
だ
が

そ
の
よ
う
な
説
明
は
一
切
な
か
っ

た
。
以
前
、
地
形
的
に
無
線
機
器

の
利
用
は
難
し
い
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
契
約
す
る
つ
も
り
は
な

い
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る

だ
ろ
う
か
。 

（
５０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
特
定
商
取
引

法
が
適
用
さ
れ
な
い
の
で
、
電
話

勧
誘
で
あ
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
当
セ
ン
タ
ー
で
同
封
の
書
類
を

確
認
す
る
と
、
機
器
到
着
後
、
８

日
以
内
に
代
理
店
に
連
絡
す
れ
ば

契
約
の
取
消
し
が
で
き
る
と
書
い

て
あ
っ
た
の
で
、
電
話
を
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
今
日
を
含
め
９

日
間
も
休
み
だ
と
音
声
案
内
が
流

れ
、
代
理
店
に
連
絡
が
つ
か
な
い

た
め
、
通
信
事
業
者
に
連
絡
し
て

機
器
の
返
送
先
と
契
約
の
取
消
し

を
求
め
ま
し
た
。 

　
相
談
者
に
は
、
解
約
通
知
の
は

が
き
を
送
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
相
談
者
は
回
線
を
変
え
る
だ
け

と
理
解
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

実
際
は
電
話
回
線
と
は
全
く
別
の

モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信
の
申
込
み

で
、
代
理
店
の
説
明
不
足
だ
と
思

わ
れ
ま
し
た
。 

　
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
規
制
す
る
電

気
通
信
事
業
法
で
は
、
提
供
条
件

の
電
話
に
よ
る
説
明
の
後
、
遅
滞

な
く
書
面
交
付
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
契
約
内
容
や
サ
ー
ビ
ス

内
容
が
複
雑
な
場
合
が
多
い
の
で
、

自
分
の
利
用
目
的
に
合
っ
た
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
か
を
見
極
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
原
則
と
し
て
、
契
約
は
口
頭
で

も
成
立
す
る
の
で
、
家
族
や
周
囲

の
人
に
相
談
す
る
な
ど
し
て
十
分

検
討
し
、
あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ

ず
、
不
要
な
場
合
は
、
は
っ
き
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。 

 〔
モ
バ
イ
ル
通
信
っ
て
何
？
〕 

　
外
で
も
移
動
中
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
き
る
環
境
の
こ
と
で
す
。 

　
モ
バ
イ
ル
と
は
英
語
で
「
移
動

で
き
る
、
持
ち
運
べ
る
」
と
い
う

意
味
で
、
モ
バ
イ
ル
通
信
と
は
、

ケ
ー
ブ
ル
を
使
わ
ず
電
波
を
利
用

し
た
通
信
サ
ー
ビ
ス
で
、
通
信
可

能
エ
リ
ア
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
ま
す
。 

　
し
か
し
、
利
用
す
る
に
は
通
信

機
器
が
必
要
で
、
利
用
方
法
や
料

金
形
態
が
複
雑
な
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
従
来
の
携
帯
電
話
も
モ
バ
イ
ル

通
信
の
ひ
と
つ
で
す
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　　中核センター 
　　　相談員です 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び 

主
任
児
童
委
員
が
改
選 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
が
任
期
満
了
に
よ
り

全
国
一
斉
に
改
選
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
２５
年
１２
月
１
日
か
ら
平
成
２８

年
１１
月
３０
日
ま
で
の
３
年
間
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
各
地
域

で
活
動
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
健
康
福
祉
課
） 

●福崎町民生委員・児童委員● 
（Ｈ２５．１２．１～Ｈ２８．１１．３０） 

●主任児童委員● 
（Ｈ２５．１２．１～Ｈ２８．１１．３０） 

（敬称略） 

担当区 

長 目  

中 島  

上中島 

西光寺 

西光寺 

西光寺 

八反田 

吉 田  

西 野  

井ノ口 

北 野  

辻 川  

辻 川  

田 尻  

田 尻  

大 門  

大 門  

加治谷・亀坪 

氏　名 

赤　松　香南枝 

松 岡 隆 子  

北　　　美智代 

田 中 初 美  

塚 本 溢 美  

末 平 　 守  

多　田　多美子 

横 野 光 代  

藤　井　由起子 

諌 山 繁 幸  

埴 岡 國 利  

鈴　木　まき子 

釜　坂　眞理子 

梶　原　美由紀 

多　田　八千代 

三 輪 正 和  

清 水 道 博  

埴 岡 照 子  

担当区 

田原校区 

八千種校区 

福崎・高岡校区 

氏　名 

鈴 木 和 美  

岡　本　真紀子 

小 國 整 子  

担当区 

南大貫 

東大貫 

西大貫 

余 田  

小 倉  

　庄　 

　庄　 

鍛治屋 

新 町  

新 町  

新 町  

馬 田  

馬 田  

馬 田  

山 崎  

山 崎  

山 崎  

駅 前  

氏　名 

尾 上 定 信  

鎌 谷 幸 子  

吉 識 秋 光  

牛 尾 春 美  

青 山 英 美  

馬 淵 孝 彦  

細　尾　佐智子 

上 田 　 惠  

鬼 本 　 智  

志 水 和 子  

田 中 一 郎  

森　藤　眞由美 

松 岡 隆 實  

長　田　さつ子 

安 田 通 代  

松 本 昭 仁  

三 木 良 子  

藤 村 惠 子  

担当区 

駅 前  

駅 前  

福 田  

福 田  

福 田  

田 口  

板 坂  

　桜　 

長 野  

神 谷  

西 谷  

西 治  

西 治  

高 橋  

氏　名 

福 島 正 美  

林 　 和 信  

大 杉 豊 子  

山 下 慎 一  

北 山 和 代  

城　井　佐知子 

五十嵐　直　子 

世 良 紀 子  

川　端　日出代 

藤 井 和 子  

大 畑 久 美  

上　西　佐代子 

蕗 原 毬 子  

水 谷 正 美  

６ 



私
　
の
　
夢 

　
今
年
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
　

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
「I h

a
ve
 a
 

d
re
a
m

」
と
題
す
る
長
い
文
章

の
見
事
な
暗
唱
を
聴
き
ま
し
た
。 

　
私
に
も
夢
が
あ
り
ま
す
。
日

本
の
「
平
和
立
国
、
教
育
立
国
」

が
私
の
夢
で
す
。 

　
い
ま
日
本
で
は
、
現
憲
法
下

で
進
め
て
き
た
民
主
主
義
・
平

和
主
義
・
基
本
的
人
権
の
尊
重

の
趣
旨
を
大
き
く
変
え
、
軍
隊

を
持
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
指
揮
下

に
入
り
、
世
界
各
国
に
軍
事
展

開
で
き
る
国
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

　
こ
の
動
き
は
、
憲
法
を
守
り
、

そ
の
精
神
を
町
政
に
生
か
し
、

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と
す
る
私
に
と
っ
て
は
、

大
変
心
配
な
動
き
で
す
。 

　
城
だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
残
り
焼

野
原
に
な
っ
た
姫
路
の
街
が
今

の
よ
う
な
繁
栄
し
た
姿
に
な
る

こ
と
な
ど
、
想
像
も
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。 

　
復
興
の
要
因
は
、
戦
争
に
巻

き
込
ま
れ
ず
、
一
人
ひ
と
り
が

国
政
の
主
人
公
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
一
生
懸
命
に
働
い
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。 

　
こ
の
貴
重
な
教
訓
は
、
日
本

だ
け
の
も
の
に
せ
ず
、
全
世
界

に
発
信
す
る
大
切
な
宝
物
で
す
。 

戦
争
を
仕
掛
け
て
、
二
度
も
原

爆
被
害
を
受
け
、
敗
戦
に
よ
っ

て
塗
炭
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
た

日
本
こ
そ
、
戦
争
の
愚
か
さ
を

説
き
、
平
和
が
安
全
安
心
の
国

づ
く
り
の
基
礎
で
あ
る
と
提
唱

す
る
資
格
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
幸
い
日
本
は
経
済
大
国
で
あ

り
、
教
育
制
度
が
確
立
し
、
技

術
水
準
も
高
い
国
で
す
。 

　
国
の
予
算
で
軍
事
関
連
の
予

算
は
５
兆
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

こ
の
予
算
を
福
祉
教
育
に
使
う

な
ら
、
か
な
り
の
こ
と
が
実
行

で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
海
外
か
ら
の
留
学

生
を
受
け
入
れ
、
教
育
・
研
究

に
励
み
、
成
果
は
公
開
を
原
則

に
し
て
い
け
ば
、
き
っ
と
日
本

は
、
世
界
か
ら
警
戒
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
尊
敬
さ
れ
る
国
に

な
る
と
思
い
ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

７ 

　平成１２年度から始まった介護保険制度は、３
年ごとに制度や保険料の見直しを行い、要介護
者を社会全体で支える仕組みとして定着してき
ています。 
　このたび、平成２７年度４月から始まる新しい「第
６期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画」の
策定と平成２６年度に実施する介護予防事業の対
象者把握のためのアンケート（実態把握）調査を
行います。 
　福崎町の高齢者福祉サービ
スの向上、介護保険の健全な
運営のためにできるだけ多く
の方のご意見を反映させたい
と思いますので、ご協力をお
願いします。 
調査対象者　６５歳以上の方 
　　　　　　（平成２５年１１月１日現在） 
配布日　１月１０日（金）から郵送 
回収日　１月２４日（金）まで 
　　　　返信用封筒に入れて返送してください。 
問い合わせ先　介護保険係（内線３５３） 
　　　　　　　地域包括支援センター（内線３５８） 

　福崎町では、地域住民や企業の団体がボラン
ティア活動を通じて自ら公共物（道路や公園）
の清掃美化などの活動を行う「福崎町アドプト
事業」を実施しています。 
　アドプトとは「養子にする」という意味です。
地域のみなさんに育て親となってもらい、美し
いまちづくりをめざすものです。 
　みなさんの参加をお待ちしています。 

問い合わせ先　地域振興課（内線３９２） 
 
★私たちアドプト事業に参加しています★ 

余田アドプト事業推進グループ 
　私たち「こすもすの会」は、八千種地区の町
道脇に手作りのプランターを設置して、年に２
回の花の植え替えと管理、２か月に１回の余田
地区内の道路や水路脇のごみ・缶拾いを実施し、
景観をよくする取り組みをしています。プラン
ター近くに水源がないため、夏場の水やりに苦

労していますが、
きれいな花を観
たり、美化活動
をするたびにご
み・缶が減って
いくのがうれし
いです。 

高齢者福祉・介護保険事業計画、 
介護予防事業対象者把握に関する 
アンケートにご協力を　　　　　 

アドプト事業に取り組みませんか？ アドプト事業に取り組みませんか？ アドプト事業に取り組みませんか？ 

第９回イングリッシュ フェスティバル 
あいさつ（１１月３日） 



日時　１２月２１日（土） 
　　　１０：３０～１２：００ 
☆とんがり帽子をつくろう！ 
☆おはなし会　など 

申込不要 

おはなし会 
12月21日（土） 
クリスマス会にて 

えほんのじかん 
1月8日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

12月21日（土） 
14：00～ 

「世界名作劇場 
ナンとジョー先生（後編）」 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書10冊　　児童書3冊 
「ホテルローヤル」　　　桜木　紫乃 
「ファミレス」　　　　　重松　　清 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（１２月２１日～１月８日） 

＊12月14日～27日は 
　20冊・4週間の貸出しになります。 

　福崎町名誉町民である吉識雅夫の顕彰を図る

とともに、子どもたちの自然科学に対する興味、

関心、意欲を高めることを目的に、優れた研究、

観察、制作を行った町内小中学生に対して吉識

雅夫科学賞を贈っています。 

　受賞作品を子ども科学展で展示していますので、

どうぞご覧ください。 

期　間　１２月７日～２２日（図書館の休館日を除く） 

　　　　１０：００～（図書館の開館時間） 

場　所　図書館 

第６回吉識雅夫科学賞と 
子ども科学展のお知らせ 
第６回吉識雅夫科学賞と 
子ども科学展のお知らせ 

～保育所入所児童の保護者のみなさんへ～ 

多子世帯保育料軽減制度の案内 
　子育て家庭の支援を通じて、子どもを生みやすい

環境づくりを推進するため、保育所入所児童の保育

料の一部を助成し、多子世帯における経済的負担の

軽減を図る制度が本年度も兵庫県で実施されます。

この制度を受け、福崎町では対象世帯に軽減額を助

成します。 

＜助成対象世帯＞ 

　同一世帯で１８歳未満の子どもが３人以上いて、か

つ第３子以降の子どもが現在保育所に通っている世

帯 

※１８歳未満の子どもとは、平成７年４月２日以降生

まれの子どもです。ただし、結婚や就職等により

該当しない場合もあります。 

＜所得要件＞ 

　世帯の前年の所得税合計額が９６,６００円以下の世帯 

※福崎町の保育料徴収基準額表で第２階層から第４

階層に該当し、保育料が次の世帯 

　・３歳未満で３０,０００円以下 

　・３歳以上で２７,０００円以下 

＜助成する金額＞ 

　月額５，０００円を超える保育料に対して 

　●３歳未満児は、月額５，５００円を限度 

　●３歳以上児は、月額４，０００円を限度 

※保育料が月額５,０００円以下の場合は助成対象外 

※年齢は平成２５年３月３１日現在 
 

★該当者には１月に申請書を提出していただき、３

月までの保育料納付が確認できた後、３月末に軽

減額を助成します。 

日時　１月５日（日）１０：３０～１２：００ 
図書館でお正月あそびをしましょう。 

申込不要 

日　時　１２月２６日（木）１０：３０～ 

場　所　メディアルーム 

持ち物　習字道具 

汚れてもいい服で来てください 

要申込 

８ 



 ◆変更前：平成２５年１２月３１日まで 

①納期限の翌日から１か月を経過するまでの期間 

　税額×年４.３％（※１）×延滞日数／３６５日 

②納期限後１か月を経過した期間 

　税額×年１４.６％×延滞日数／３６５日 

（※１）延滞金の割合は、「各年の前年の１１月３０日

における日本銀行法第１５条第１項１号の規定によ

る商業手形の基準割引率＋４％」または「７.３％」

のうちいずれか低い割合が適用されています。 

（※３）特例の割合が本則の割合を超

える場合は、本則の割合とします。 

（※４）現行の特例は平成１２年１月１

日～平成２５年１２月３１日の延滞金に

適用します。 

（※５）平成２６年中の特例基準割合は

「１.９％」の見込みです。 

問い合わせ先 

　税務課　収納係（内線３４２・３４３） 

　納期限までに税金を完納されない場合に課される延
滞金について、計算方法の見直しが行われました。平
成２６年１月１日以降の延滞金について適用されます。 

 ◆変更後：平成２６年１月１日から 

①納期限の翌日から１か月を経過するまでの期間 

　税額×（特例基準割合（※２）＋１.０％）×延滞日数／３６５日 

②納期限後１か月を経過した期間 

　税額×（特例基準割合（※２）＋７.３％）×延滞日数／３６５日 

（※２）特例基準割合とは、国内銀行の貸出約定平均金

利（新規・短期）の前々年１０月～前年９月における平均

の割合として各年の前年１２月１５日までに財務大臣が

告示する割合に、年１％を加算した割合をいいます。 

平成２６年１月１日から 
延滞金の計算方法が変わります 

　東日本大震災の教訓を踏まえた緊

急防災・減災事業を推進するため、

平成２６年度から平成３５年度までの

各年度分の個人住民税の均等割の税

率が年額１,０００円（県民税５００円、市

町村民税５００円）引き上げられま

す。引上げ分の税収は、津波インフ

ラ整備事業、地震対策インフラ整備

事業、風水害対策緊急整備等の財源

に充当されます。 

個人住民税の均等割の税率引上げ 

○延滞金の割合の変更内容 

納期限後 
１か月以内 

商業手形の基準 
割引率＋４.０％ 

特例基準割合 
＋１.０％ 

特例基準割合 
＋７.３％ 

本則 
（※３） 

７.３％ 

１４.６％ 

４.３％ 

１４.６％ 

２.９％ 

９.２％ なし 

現行の特例 
（H２５.１２.３１まで） 
（※４） 

平成２６年中の 
延滞金の割合 
（※５） 

平成２５年中の 
延滞金の割合 

改正後の特例 
（H２６.１.１以降） 

納期限後 
１か月を経過 

県民税 

市町村民税 

１,０００円 

３,０００円 

８００円 

－ 

１,８００円 

３,０００円 

１,５００円 

３,５００円 

８００円 

－ 

２,３００円 

３,５００円 

平成２５年度分まで 

超過課税 

（県民緑税） 
計 標準税率 

平成２６年度分から 

超過課税 

（県民緑税） 
計 標準税率 

平成２３年度改正　平成２６年度から実施 

　個人の白色申告の方のうち前々年分あるいは前年分の事業所得、不

動産所得または山林所得の合計額が３００万円を超える方に必要とされ

ていた記帳と帳簿書類の保存が、これらの所得を生ずべき業務を行う

すべての方（所得税の申告の必要がない方を含みます。）について、

平成２６年１月から同様に必要となります。 

平成２６年１月から 
記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大 　記帳・帳簿等の保存制度や記帳

の内容の詳細は、国税庁ホームペ

ージ（http://www.nta.go.jp）に

記載されていますので、ご覧くだ

さい。詳しくは、最寄りの税務署

にお問い合わせください。 

９ 

問い合わせ先　税務課　住民税係（内線３４５） 



平
成
２４
年
度
福
祉
医
療
費
助
成
実
績
お
よ
び 

各
種
届
出
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

●
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う 

　
日
頃
か
ら
の
健
康
維
持
と

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。 

●
こ
ん
な
時
は
届
出
を 

　
医
療
費
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
時
は
必

ず
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
時 

・
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た

時 

・
転
出
す
る
時
（
医
療
費
受

給
者
証
を
必
ず
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。
） 

・
生
活
保
護
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
時 

・
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
ケ

ガ
で
診
療
を
受
け
た
時 

●
学
校
で
ケ
ガ
を
し
た
ら 

　
学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
に

よ
り
医
療
機
関
等
で
受
診
さ

れ
る
時
に
は
、
窓
口
で
福
祉

医
療
費
受
給
者
証
は
提
示
せ

ず
に
、
加
入
さ
れ
て
い
る
健

康
保
険
証
の
み
で
受
診
し
、

一
度
自
己
負
担
し
て
く
だ
さ

い
。 

　
自
己
負
担
し
た
医
療
費
に

つ
い
て
は
災
害
共
済
給
付
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課

国
保
医
療
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係 

　（
内
線
３
５
６
） 

　屋外でむき出しになっている場所、家の北側や風当た
りの強い場所にある水道管やメーターは、凍結したり破
裂したりするおそれがあります。古い毛布や布切れでお
おってテープなどを巻き、保温しましょう。 
　蛇口が凍った時は、上からタオルなどをかぶせて、ゆ
っくりとぬるま湯をか
けてください。 

　月に１回程度、メーターの確 
認をしてください。ご家庭で定 
期的にを確認することで、漏水 
の早期発見につながります。 
漏水を発見するには 
　水道の蛇口を全部閉めた状態 
で、メーター内の銀色のパイロットが回っていないか
確認してください。もし回っていれば、漏水している
可能性があります。 
漏水を発見したら 
　指定給水装置工事業者に調査修理を依頼してください。 
（町指定業者以外による工事は認められていません。） 
漏水還付について 
　届出後、３回分の検針結果から正常な使用水量を算
出して判定するため、修理完了から半年以上の期間が
必要となりますのでご了承ください。（漏水量が少な
い場合は還付の対象にならないこともあります。） 

水道管 
保温材料 

ビニール 
テープを 
巻く 
下から上に 
巻いてくだ 
さい。 

止水栓 

発泡スチロール 

メーターボックス 

検針の時に、メーターが見やす 
いように、つめてください。 

水道管にも冬じたくを！ 水道管にも冬じたくを！ 水道管にも冬じたくを！ 

平
成
２４
年
度
福
祉
医
療
費
助
成
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

福祉医療費助成実績表 

医療制度 

乳幼児等 

こども 

母子家庭等 

重身障 

重精障 

老人 

高齢重身障 

高齢重精障 

精神疾患 

公費負担 

1,617 

933 

285 

197 

4 

89 

162 

4 

4 

13 

3,308

33,551 

23,610 

33,074 

170,345 

13,223 

53,713 

92,250 

50,560 

126,502 

35,276 

42,385

０歳～小学３年生 

小学４年生～中学３年生 

精神障害者保健福祉手帳１級 

精神障害者保健福祉手帳１級で 
低所得者 

老人医療以外の福祉医療受給者で 
特定疾患等の公費負担医療受給者 

６５歳以上７０歳未満 

身体障害者手帳１・２級または 
療育手帳Ａ判定 

精神障害者保健福祉手帳１級 

１８歳または２０歳までの子を監護する 
母子家庭等の母または父及びその子 

身体障害者手帳１・２級または 
療育手帳Ａ判定 

合　　計 

対象年齢等 
受給者数（人） １人あたり医療費助成額（円） 受給者数（人） 

平成２４年度 

1,630 

1,010 

281 

202 

4 

124 

163 

3 

4 

17 

3,438

33,325 

22,260 

38,240 

171,793 

23,853 

50,389 

97,655 

69,276 

125,267 

42,372 

42,449

平成２３年度 

１人あたり医療費助成額（円） 

後
期
高
齢
者
加
入
者 

パイロット 
　　ランプ 

家庭内の漏水にご注意を！ 
ろうすい 

問い合わせ先　上下水道課（内線３８３） 
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問い合わせ先　福崎町役場　住民生活課　　22－0560（内線372・373） 

◆ごみの収集◆ 

○…通常どおり収集　◎…可燃ごみの全町収集（不燃･粗大･資源ごみは収集しません。） 

※個人で行った家屋解体に伴う埋立ごみや廃木材は、 
　区長さんに『一般廃棄物処理（投棄）申請書』を 
　もらっていただき、その申請書と印鑑を持って 
　役場にお越しください。 
　（年末は１２月２７日まで　年始は１月６日から） 

※持ち込みは軽四以下に限ります。（１台１,１００円） 
※区長さんの証明『一般廃棄物処理（投棄）申請書』を 
　もらっていただき、直接、大貫不燃物中継基地に搬入してください。 

月　日 
通　夜 
火　葬 
ペットの火葬 

12/26（木） 
○ 
○ 
○ 

12/27（金） 
○ 
○ 
○ 

12/28（土） 
○ 
○ 
△ 

12/29（日） 
× 
○ 
△ 

12/30（月） 
○ 
× 
× 

1/1（水）・2（木） 
休　み 
休　み 
休　み 

1/5（日） 
○ 
○ 
○ 

12/31（火） 
× 
○ 
▲ 

1/3（金） 
○ 
× 
× 

1/4（土） 
○ 
○ 
○ 

◆ごみの収集◆ 

○…計画収集日 

◆し尿くみ取り◆ 

◆こうふく苑◆ 

12/27（金） 
○ 

12/28（土）～1/5（日） 
休　み 

1/6（月） 
○ 

◆ごみの持ち込み◆ 

※ごみの持ち込みをされる場合は、ごみの分別 
　を確実に行い、家庭ごみ分別表にある受入基 
　準や処理困難物等に注意してください。 

○…持ち込み可 
《受付時間》 ８：３０～１２：００ 
 　　　　　１３：００～１６：３０ 

12/28（土） 
休み 

12/27（金） 
○ 

12/29（日） 
休み 

12/30（月） 
○ 

12/31（火）～1/5（日） 
休　み 

1/6（月） 
○ 

【くれさかクリーンセンター】 
★可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ・家屋解体ごみ 

【大貫不燃物中継基地】 
★埋立ごみ 

○…持ち込み可 
《受付時間》８：３０～１２：００　１３：００～１７：００ 

年末のくれさかクリーンセンターへの持ち込みは、混雑が
予想されますので、できるだけ早い時期にお願いします。 

★計画収集の方はカレンダーどおり１２月２７日（金）ま
で収集を行います。 
★年末の緊急及び計画収集以外のくみ取りの申込は
１２月２０日（金）まで受け付けます。２４日（火）以降の
申込分は年内に処理できない場合がありますので、
ご注意ください。 
★年始は１月６日（月）から収集を始めます。 
★今年度は休日が長いので、迅速なくみ取りを行うために早めの申込をお願いします。 

○…利用できます。 
×…利用できません。 
△…ペットの火葬については、一般火葬のある日に限り利用で
　　きます。利用当日に必ず「こうふく苑（　０７９－２３２－３１９６）」
　　へ確認のうえ、予約をしてください。 
▲…「１２/３１のペットの火葬」については、午前８時３０分から 
　　１２時まで利用できます。当日に予約をしてください。 

※くみ取り日には、作業をしやすいよう
にしてください。 
・くみ取り口に物を置いたりしない
でください。 
・犬を飼っている方は、作業の妨げ
にならない所につないでください。 

※くみ取り料は「し尿くみ取り券」で支
払ってください。 

★通夜、火葬の予約は葬儀会社を通じて
行ってください。 
　（２４時間受け付けています。） 

12/27（金） 
○ 

12/28（土） 
休み 

12/29（日） 
◎ 

12/30（月） 
◎ 

12/31（火）～1/3（金） 
休　み 

1/4（土） 
◎ 

1/5（日） 
休み 

1/6（月） 
○ 

12/27（金） 
○ 

12/28（土） 
○ 

12/29（日） 
○ 

12/30（月） 
○ 

12/31（火）～1/3（金） 
休　み 

1/4（土） 
○ 

1/5（日） 
○ 

1/6（月） 
○ 
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１２ 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　１０月１６日、福崎小学校で学校食育実践研究大会（中・
西播磨地区）が開催されました。研究主題として「食
を大切にし、よりよい生活に向けて自ら考え実践でき
る児童の育成」“心も元気 体も元気 じっくり考え伸
びていく福崎っ子”を掲げ、平成２４年度から研究実
践に取り組んできました。当日は学校関係者や食育関
係機関からたくさんの方が出席され、公開授業や取り
組みの成果発表、神戸松蔭女子学院大学教授の橘ゆか
りさんによる「ヘルスプロモーションと食育」と題し
た記念講演が行われました。 

　シルバー人材センターでは、普及啓発活動の一環と
して、毎年、町内でボランティア活動を実施しています。 
　本年は、スポーツ公園で草刈り・草引きの活動を行
いました。活動をとおして、町民のみなさんにシルバ
ー人材センターの認識を深めていただくとともに、会
員同士の交流を図っています。 

地域の特色を生かした食育推進事業 

学校食育実践研究大会 開催 

公開授業のようす 

ボランティア活動を実施 ボランティア活動を実施 

　１１月８日、１１日の２日間、姫路市中播消防署、福

崎警察署、役場が合同で、総勢６６人による登山道調

査を実施しました。 

　七種山周辺では道迷いや岩場での滑落事故が多発し

ています。今回の調査は、登山道やヘリコプターでの

ピックアップポイント（傷病者をヘリコプターにより

つり上げる場所）、地理状況を調査・把握すること、

無線や携帯電話の通信状況を確認することにより、事

故の予防と事故発生時における的確な救助活動の実施

を図り行いました。 

七種山・七種槍周辺の 
登山道を調査 
七種山・七種槍周辺の 
登山道を調査 

　姫路市消防局では、姫路市、市川町、福崎町、神河

町の計８１小学校へ、毎年出火原因の上位を占める「子

どもの火遊び」を防止するため、平成２５年度全国統

一標語『消すまでは 心の警報 ＯＮのまま』を盛り込

んだ防火ポスターを募集しました。 

　合計４７８点の応募があり、福崎町の小学校からは次

のみなさんが各賞に選ばれました。 
 

【銀賞】 

　井関創一朗（田原小４年）　高坂実由（八千種小６年） 

　谷岡千夏（八千種小６年）　森　海強（八千種小６年） 

　大井結衣（福崎小６年） 

【銅賞】 

　柳田翔波（田原小１年）　　芦田優希（田原小５年） 

　藤原有紗（八千種小５年）　佐治太伊史（福崎小５年） 

　保泉日葉（福崎小６年）　　羽室美彩妃（福崎小６年） 
 

◇火災予防の相談は、中播消防署（　２３－０１１９）また

は姫路市消防局予防課（　０７９－２２３－９５３２）へ。 

秋季全国火災予防運動  
防火ポスター表彰 

秋季全国火災予防運動  
防火ポスター表彰 

姫路市中播消防署 

２年１組（生活科） 
「やさいはかせになろう」 
～だいずのひみつを知ろう～ 

▼
 

　４年１組（道徳） 
　「いただきます」を 
　考えよう 
　～いのちをいただく～ 

▼
 

シルバー人材センター 



　
辻
川
に
あ
る
大
庄
屋
三
木
家
住

宅
で
は
、
現
在
、
大
規
模
な
保
存

修
理
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
仮
囲
い
に
は
、
松
岡
映
丘
最

後
の
大
作
で
あ
る
「
矢
表
」
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
映
丘
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
７５
年
の
節
目
の

年
に
あ
た
り
ま
す
。
今
回
は
、
松

岡
兄
弟
の
末
弟
、
日
本
画
家
の
松

岡
映
丘
（
輝
夫
）
に
つ
い
て
お
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
松
岡
家
の
５
人
兄
弟
は
、
医
学 

・
国
文
学
・
民
俗
学
・
言
語
学
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
映
丘
が

進
ん
だ
の
は
芸
術
の
世
界
で
し
た
。 

　
明
治
３２
年
（
１
８
９
９
）
、
映

丘
は
東
京
美
術
学
校
に
入
学
し
ま

す
。
そ
こ
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
、
明
治
３７
年
（
１
９
０
４
）
に

同
校
を
首
席
で
卒
業
。
そ
の
後
し

ば
ら
く
の
間
は
、
生
活
の
た
め
に

神
奈
川
県
で
教
員
を
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
教
職
を
辞
し
て
ま

で
制
作
に
取
り
組
ん
だ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
明
治
４０
年（
１
９
０
７
）

に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
文
展（
文

部
省
美
術
展
覧
会
）に
落
選
。
翌

年
か
ら
東
京
美
術
学
校
の
助
教
授

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
作
品
は

な
か
な
か
評
価
さ
れ
ず
、
画
家
と

し
て
は
苦
し
い
時
期
を
過
ご
し
ま

し
た
。 

　
そ
れ
で
も
映
丘
は
あ
き
ら
め
る

こ
と
な
く
、
絵
を
描
き
続
け
ま
し

た
。
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
た
の
は
、

大
正
元
年
（
１
９
１
２
）
の
こ
と
。

第
６
回
文
展
に
出
品
し
た
「
宇
治

の
宮
の
姫
君
た
ち
」
が
入
選
し
た

の
で
す
。
東
京
美
術
学
校
を
卒
業

し
て
か
ら
、
す
で
に
８
年
が
経
っ

て
い
ま
し
た
。
画
家
と
し
て
は
遅

ま
き
の
デ
ビ
ュ
ー
で
し
た
が
、
以

後
、
映
丘
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
く
、

発
表
し
た
作
品
が
次
々
と
展
覧
会

で
入
選
。
一
躍
、
画
壇
を
代
表
す

る
画
家
と
な
っ
た
の
で
す
。 

　
ま
た
、
映
丘
は
日
本
画
の
研
究

に
も
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

仲
間
の
画
家
た
ち
と
と
も
に
、
日

本
画
の
研
究
会
を
結
成
。
日
本
画

の
様
式
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
和
絵

の
研
究
に
取
り
組
み
、
伝
統
的
な

大
和
絵
に
近
代
的
な
技
法
も
加
え

な
が
ら
、
新
た
な
大
和
絵
を
作
り

上
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。
現
状
に

甘
ん
じ
ず
、
研
究
を
重
ね
て
新
た

な
美
を
追
究
す
る
姿
勢
は
、
学
問

と
芸
術
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て
も
、

彼
が
確
か
に
松
岡
兄
弟
の
一
員
で

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。 

　
し
か
し
、
華
々
し
い
活
躍
の
裏

側
で
、
映
丘
の
体
は
病
に
む
し
ば

ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
柳
田
國
男

は
『
故
郷
七
十
年
』
の
中
で
映
丘

と
の
思
い
出
に
触
れ
、
一
途
に
絵

画
と
そ
の
研
究
に
打
ち
こ
ん
だ
た

め
に
無
理
を
重
ね
た
こ
と
が
、
５８

歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
原
因
で
は
な
い
か
と
述
懐

し
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
１３
年
（
１
９
３
８
）
３
月

２
日
。
患
っ
て
い
た
心
臓
性
喘
息

が
悪
化
し
、
松
岡
映
丘
は
こ
の
世

を
去
り
ま
す
。
当
時
の
新
聞
記
事

に
よ
れ
ば
、
突
然
の
逝
去
だ
っ
た

た
め
に
、
親
戚
や
門
下
生
は
臨
終

に
間
に
合
わ
ず
、
静
野
夫
人
ら
数

名
だ
け
が
そ
の
最
期
を
看
取
っ
た

そ
う
で
す
。 

　
冒
頭
で
紹
介
し
た
「
矢
表
」
に

は
、
『
平
家
物
語
』
の
一
場
面
、

甲
冑
を
ま
と
っ
た
武
者
の
姿
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
映
丘
は
幼
い
こ

ろ
か
ら
武
者
絵
を
好
み
ま
し
た
。

ま
た
、
見
た
り
描
い
た
り
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
ら
甲
冑
を
ま
と
い

ポ
ー
ズ
を
と
っ
た
写
真
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
矢
表
」
に
描
か
れ

た
、
命
が
け
の
戦
い
に
挑
む
武
者

の
姿
。
そ
こ
に
は
、
命
を
か
け
て

大
和
絵
の
復
興
と
発
展
に
取
り
組

ん
だ
、
映
丘
自
身
の
姿
が
投
影
さ

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

第１話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
映
丘
没
後
７５
年
に
よ
せ
て 

や
お
も
て 

や
ま
と
え

 

か
っ
ち
ゅ
う 

松岡映丘「矢表」昭和１２年（１９３７） 
姫路市立美術館蔵 

松岡映丘の訃報を伝える新聞記事（『東京朝日新聞』昭和１３年３月３日　朝刊） 

１３ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　１０月１８日、文化センター小ホールで神崎郡３町合同の農業委員研修会
が開催され、郡内各町の農業委員等約７０人が出席しました。 
　最初に、神崎郡農業委員会協議会の廣納会長、来賓の福崎町長のあいさ
つを受けました。その後、兵庫県農業会議　農政課長の山口靖さんにより
「農政をめぐる情勢と課題」というテーマの講演が行われました。 
　講演では、国の「成長戦略」における農業関連の主な政策
の動向や「農地中間管理機構（仮称）」の構想、農業委員会の
役割、稲美町農業委員会の耕作放棄地ゼロに向けての取り組
みなどについて説明がありました。この講義を受けて、国で
は、農林水産業の競争力強化のために、今後１０年間で全国の
全農地の８割を担い手に利用集積することや、農業法人形態
数を現在の約４倍の５万法人とすることを掲げており、「農
地中間管理機構（仮称）」など、さまざまな施策により、なお
一層の農地の集積・集約化を推進していくことがわかりまし
た。大変興味深く、今後の農業委員会活動に大いに参考にな
るものでした。 
　農業委員会は、これからもこのような合同研修会を通じて
管内農業委員の知識の向上を図るとともに、情報発信を行い、
地域農業の発展に努めていきます。 

神崎郡農業委員会合同研修会　開催 

問い合わせ先　 
福崎町農業委員会（農林振興課内・内線３１３） 

　ありあわせの具材でつくるのが“ちゃんぽん”。冷蔵
庫であまっている食材を活用して、休日や寒い日、野菜
をたくさん食べたい時に作ってください。 
≪材料≫（４人分） 
もちむぎ麺４人分　豚バラ薄切り肉２４０ｇ 
さつま揚げ１２０ｇ　かまぼこ８０ｇ　キャベツ１/８個 
にんじん１/２本　玉ねぎ１個　もやし１袋 
ホールコーン大さじ６　鶏ガラスープの素大さじ４ 
牛乳大さじ４　塩適宜　こしょう適宜　ごま油適宜 
好みでラー油 
≪作り方≫ 
①もちむぎ麺をゆでておく。 
②さつま揚げ、キャベツを食べやすく切る。かまぼこ、
玉ねぎは薄切り、にんじんは薄い短冊切りにする。豚
肉は食べやすく切り、塩、こしょうを各少々ふる。 
③大きめの鍋にごま油大さじ１を入れて中火で熱し、豚
肉を炒める。肉の色が変わったら、さつま揚げ、かま
ぼこを加えてさっと炒め、にんじん、玉ねぎも加えて
炒め合わせる。キャベツ、もやし、コーンを加えてざ
っと炒め合わせ、水１.２　、鶏ガラスープの素を加える。 
④もちむぎ麺を入れ、煮立ったら牛乳を加えて塩少々で
調味する。 
⑤器に麺と具を盛り、スープを注ぐ。好みでラー油をか
ける。 

もち麦の健康効果　その１　便秘解消 
　もち麦に含まれる水溶性食物繊維「β-グルカン」

は、腸内細菌の栄養源として善玉菌を増殖させ、

同時に病気や老化の原因となる悪玉菌の増加を

抑えてくれます。こうして善玉菌と悪玉菌のバ

ランスを整えることで、腸の働きをよくし、ス

ムーズな排便を促します。つまり、便のかさを

増す不溶性食物繊維と水溶性食物繊維の相乗効

果で、もち麦は便秘解消に抜群のパワーを発揮

するのです。便秘が解消すると余分な老廃物を

排出できて体にはいいことづくし。肌荒れも改

善され、美肌へと導かれる日も近いかも・・・。 

もち麦ひとことメモ 

１４ 



　子どもと一日おだやかに過ごせる親になれればいいな。 

（イライラしたとき、あなたはどうしていますか？） 

日　時　１月２１日（火）１０：００～１１：３０ 

場　所　文化センター　１階　和室 

おやつ　もちむぎのおはぎ・もちむぎ茶 

　　　　※食物アレルギーのある方は申込時にお知らせ

　　　　　ください。 

　　　　※おやつ代として１人５０円が必要です。 

申込締切　１月１７日（金） 

　同じお部屋で託児をします。おかあさん、お茶を飲み

ながら、しばしリフレッシュしませんか？ 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

　こまやかるたに福笑い･･･子どもの感性や社会性を育む
要素がいっぱい詰まった“伝承あそび”を地域の方といっ
しょに楽しみませんか？ 
日　時　１月１７日（金）　１０：００～１１：００ 
場　所　文化センター　１階　小ホール 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
申込先　おひさまらんど 
定　員　１５組 

ドレミ　毎月第２木曜日 

１２月１２日（木）１０：００～１１：００　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」　（※申込不要） 

１５ 

　地域の公民館に出向いての“すきっぷひろば”では、

子どもといっしょに絵本やわらべうた遊びを楽しみながら、

子育ての悩みを話したり情報交換したりして、親子のふ

れあい交流の場となっています。楽器あそびやリズムあ

そび、またミニデイとの交流もしています。本年度のす

きっぷひろばは

１２月で終了します。

来年度のご参加

もお待ちしてい

ます。 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 

文化センター2階 
　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 

田原幼児園内 
　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

年末は12月28日(土)まで、年始は1月4日(土)から開設します。 

★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要） 

　にこにこひろばで子どもを遊ばせながら子育てのお話
を聞きませんか？ 
日　時　１月２０日（月）　１０：００～１１：３０ 
場　所　にこにこひろば 
講　師　子育て応援隊　スマイルマム　岩木和子さん 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
申込先　にこにこひろば 

　フェルトを貼り合わせるだけで、魚釣りのおもちゃが
できあがり！ 
日　時　１月２７日（月）・２８日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　おひさまらんど 
対　象　就学前の子どもと 
　　　　その保護者 
申込先　おひさまらんど 
定　員　各日とも１０組 
　※各日とも１２月９日（月） 
　　から申込を受付します。 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
１２月１７日（火）・１月２１日（火） 
場所：文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和恵 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
一
人
で
も
宿
泊
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

　
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
１２
月
は
２９
日
（
日
）
ま
で
営
業

し
ま
す
。 

★
年
末
・
年
始
の
休
館
日 

１２
月
３０
日（
月
）〜
１
月
４
日（
土
） 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
２
月
１８
日
（
火
） 

　
　
３
月
１８
日
（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
２６
年
３
月
中
の

利
用
は
１
月
５
日
か
ら
の
予
約
と

な
り
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

訓
練
生
募
集（
第
２
回
募
集
） 

　
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
平
成
２６
年
４
月
入
校
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。 

対
象
者
　
身
体
障
害
者
（
所
定
の

条
件
を
満
た
す
方
） 

募
集
科
目 

・
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科 

・
Ｏ
Ａ
事
務
科 

・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科 

・
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科 

訓
練
期
間
　
１
年
間 

選
考
日
　
２
月
５
日（
水
） 

受
付
期
間
　
１
月
２２
日（
水
）ま
で 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校 

　
０
７
２
・
７
８
２
・
３
２
１
０ 

　
㈱
ふ
く
も
と（
代
表
取
締
役
　

福
本
巖
様
）か
ら
、
高
岡
小
学
校

七
種
太
鼓
２０
周
年
を
記
念
し
て
太

鼓
の
保
存
維
持
に
か
か
る
備
品
購

入
等
の
た
め
に
、
金
１０
万
円
を
寄

附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

善
意 

　交通事故は、いつ、どこで起こるか予測でき
ません。万一に備えて、簡単な手続きで加入で
きる兵庫県市町交通災害共済にご家族みんなで
加入しましょう。 
 
●市町交通災害共済制度● 
加入資格　・町内に住んでいる方 
　　　　　・町内に在勤・在学の方 
共済掛金　年額一人あたり５００円 
共済内容　交通事故で負った障害のうち、医師
の治療を３日以上受けた場合、その程度によ
って４万円から１００万円の見舞金を受け取るこ
とができます。（悪質な法令違反や重大な過失
がある場合は除きます。） 
共済期間　平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日 
 

■新規加入者 
　住民生活課で加入手続きをしてください。掛金は現
金納付となります。 
■継続加入者 
本年度現金加入の方 
　組合から継続加入のお知らせが届きますので、住民
生活課で加入手続きをしてください。 
本年度口座振替登録済の方 
　組合から継続加入のお知らせが届きますので、登録
内容をご確認ください。次年度の加入内容について変
更がない場合は、特に手続きは必要ありません。２月
２８日に掛金が口座から引き落とされ、継続加入とな
ります。加入内容や振替口座に変更がある場合は、住
民生活課で手続きが必要です。 
●口座振替について● 
　新規加入者及び本年度現金加入者で、口座振替を希
望される方は、通帳と銀行届出印を持参のうえ、住民
生活課へお越しください。２６年度分は現金納付での
加入となり、２７年度分から口座振替が開始されます。 

（住民生活課） 

交通災害共済に加入しましょう！ 
～平成２６年度分加入申込受付中～ 

嘱託・臨時職員募集 
　次のとおり嘱託・臨時職員を募集します。 
●職種 
　◇嘱託職 
　　・・一般事務補助員（障害者に限る）…………１人 
　　・・障害認定調査員………………………………１人 
　　・・老人ホーム支援員……………………………２人 
　　・・老人ホーム栄養士……………………………１人 
　　・・体育館施設管理員……………………………２人 
　　・・図書館司書補助員……………………………１人 
　　・・学校用務員……………………………………２人 
　　・・消費生活専門相談員…………………………１人 
　　・・上下水道課作業員……………………………１人 
　◇臨時職 
　　・・一般事務補助員………………………………７人 
　　・・地域包括支援センター員……………………１人 
　　・・保育士……………………………………１７人程度 
　　・・文化センター施設管理員……………………１人 
●受付期間　１月７日（火）～１５日（水） 
●試験日（１次試験）　１月２４日（金） 
▼受験申込書の請求・問い合わせは、総務課人事係（内線２２２）へ。 

お知らせ 

information
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ス
キ
ー
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ス
キ
ー･

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

参
加
者
募
集
！ 

【
第
１
回
目
】
　
１
月
２５
日（
土
） 

【
第
２
回
目
】
　
２
月
１５
日（
土
） 

場
所
　
若
杉
高
原
お
お
や
ス
キ
ー

場 

参
加
費
　
３
０
０
０
円
（
保
険
料

含
む
） 

定
員
　
２５
人
（
先
着
順
） 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
者 

申
込
受
付
　
１
月
１２
日（
日
） 

（
９
時
か
ら
第
１
体
育
館
で
受
付
） 

※
電
話
申
込
不
可
。 

※
２
回
と
も
、
ス
キ
ー
と
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
の
教
室
で
す
。 

※
貸
ス
キ
ー･

ボ
ー
ド
は
別
途
費

用
が
必
要
で
す
。
（
２
５
０
０

円
） 

※
詳
し
く
は
、
福
崎
町
ス
キ
ー
協

会
・
後
尾
（
　
０
９
０
・
３
６

５
６
・
２
５
１
７
）
へ
。 

  

地
域
職
域
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
開
催
！ 

　
１０
月
２７
日
、
第
１
グ
ラ
ン
ド
で

「
第
５５
回
地
域
職
域
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
秋
晴
れ
の
も
と
、
珍
プ
レ
ー
好

プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
地
域

や
職
場
の
交
流
が
図
ら
れ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
中
島 

準
優
勝
　
凸
版
印
刷 

第
３
位
　
田
尻
っ
州 

第
３
位
　
エ
イ
ト
マ
ン 

ス
ポ
ー
ツ 

障
害
の
あ
る
方
対
象 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除 

　
免
除
基
準
に
該
当
す
る
方
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。 

①
全
額
免
除 

　
手
帳
所
持
者
が
世
帯
構
成
員
で
、

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
（
住
民

税
）
非
課
税
の
場
合 

②
半
額
免
除 

　
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主
、

ま
た
は
重
度
の
障
害
者〔
身
体
障

害
者
（
１
級
ま
た
は
２
級
）
・
知

的
障
害
者
（
Ａ
）
・
精
神
障
害
者 

（
１
級
）〕が
世
帯
主
の
場
合 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
４
） 

  

福
崎
町
経
営
者
協
会
創
立
４０
周

年
記
念
「
新
春
講
演
会
」
開
催 

　
福
崎
町
経
営
者
協
会
で
は
、
創

立
４０
周
年
を
記
念
し
て
、
人
生
は

誰
と
出
会
う
か
！
仕
事
は
誰
と
や

る
か
！
人
生
を
１
０
０
倍
豊
か
に

す
る
鍵
は
人
に
あ
り
！
と
い
う 

「
人
間
力
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。 

日
時
　
１
月
１８
日（
土
） 

　
　
　
１４
時
〜
１６
時
（
開
場
１３
時

　
　
　
３０
分
） 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
大
ホ
ー
ル 

講
師
　
中
村
文
昭
さ
ん 

　
　
　（
㈲
ク
ロ
フ
ネ
カ
ン
パ
ニ
ー
） 

参
加
対
象
　
ど
な
た
で
も 

参
加
費
　
無
料（
入
場
券
が
必
要
） 

※
事
前
に
入
場
券
を
配
布
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
経
営
者
協
会
事
務
局（
福
崎
町

商
工
会
内
） 

　
　
２２
・
０
５
５
８ 

  

平
成
２６
年
度
兵
庫
県
立
但
馬

技
術
大
学
校
学
生
募
集 

募
集
学
科
　
建
築
工
学
科
・
機
械

制
御
工
学
科
・
情
報
工
学
科
・

自
動
車
工
学
科 

試
験
区
分 

　
一
般
入
校
試
験
（
第
２
回
） 

試
験
日
　
１
月
２５
日（
土
） 

募
集
期
間
　
１２
月
１１
日
（
水
）
〜

１
月
１７
日（
金
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
兵
庫
県
立
但
馬
技
術
大
学
校 

　
　
０
７
９
６
・
２４
・
２
２
３
３ 

※
一
般
入
校
試
験
（
第
３
回
）
を

２
月
２２
日
（
土
）
に
行
い
ま
す
。 

  

放
送
大
学
４
月
生
募
集 

　
創
立
３０
周
年
を
迎
え
た
放
送
大

学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通

信
制
大
学
で
す
。
現
在
、
平
成
２６

年
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。
こ
の
機
会
に

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

出
願
受
付
期
間 

２
月
２８
日（
金
）ま
で 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
） 

　
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

優勝した中島チームのみなさん 

兵庫県内の事業場で働くすべての労働者（パートタイマー、アルバイト等も
含む）に適用される最低賃金（時間額）が改正されました。 

兵庫県の最低賃金改正 兵庫県の最低賃金改正 兵庫県の最低賃金改正 

☆地域別最低賃金 平成２５年１０月１９日発効 

☆特定（産業別）最低賃金 
次の９業種については、特定（産業別）最低賃金（平成２５年１２月１日発効）が適用 
されます。 

※靴下製造業については時間額７６１円（平成２５年１０月１９日発効）が適用
　されます。 
※詳しくは、兵庫労働局労働基準部賃金課（　０７８－３６７－９１５４）または最
　寄りの労働基準監督署へ。 

最低賃金の件名（適用業種） 

繊維工業 

塗料製造業 

鉄鋼業 

一般機械器具製造業 

電気機械器具製造業、情報通信機械器具製造業、電
子部品・デバイス・電子回路製造業 

輸送用機械器具製造業 

計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具
製造業 

各種商品小売業 

自動車小売業 

兵庫県最低賃金 
時間額 

７６１円 

時間額 

７６２円 

８８４円 

８６６円 

８４７円 

８１０円 
 

８８２円 

８１２円 
 

７８１円 

８２４円 
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吾
が
里
は
黄
金
の
波
の
稲
の
秋 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
遠
ざ
か
る
父
の
思
い
出
豊
の
秋 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

谷
川
の
流
れ
に
乗
り
し
散
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

水
止
め
て
水
車
の
修
理
秋
深
む 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

夜
の
路
地
に
甘
き
香
の
金
木
犀 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

此
の
峠
越
ゆ
れ
ば
丹
波
蕎
麦
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

吊
橋
の
か
す
か
に
揺
ら
ぐ
秋
の
風 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

駅
で
娘
と
別
れ
し
今
宵
十
三
夜 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

コ
ン
バ
イ
ン
稲
穂
の
波
を
す
く
い

と
る
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

落
ち
鮎
の
下
る
川
瀬
に
こ
ぬ
か
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

峡
の
里
華
や
ぎ
に
け
り
柿
す
だ
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

柿
の
色
見
定
め
て
い
る
農
婦
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

愛
犬
と
散
歩
も
楽
し
十
三
夜 

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

秋
深
み
数
珠
の
冷
た
き
通
夜
の
夜 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

深
秋
や
錆
び
て
見
つ
か
る
忘
れ
鎌 

　
　
　
　
　
　
　
　
玉
置
　
幸
代 

 

木
の
実
独
楽
廻
す
親
子
の
日
曜
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

行
く
秋
や
野
原
で
拾
う
鳶
の
羽
根 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

昏
れ
は
て
し
虚
空
無
韻
を
大
屋
根
の
真
上
光
り
清
む

三
五
夜
の
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

つ
や
つ
や
と
し
た
る
ピ
ー
マ
ン
千
切
る
と
き
微
か
な

る
音
耳
寄
せ
き
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

絶
え
間
な
く
ひ
ら
ひ
ら
落
葉
散
れ
る
中
草
引
く
夕
暮

ま
だ
暑
か
り
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

秋
植
え
の
畑
仕
事
に
用
意
せ
し
モ
ン
ペ
・
帽
子
で
夫

の
あ
と
を
追
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

彼
岸
花
赤
あ
か
と
咲
く
遍
路
道
「
色
即
是
空
」
旅
は

果
て
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

杳
き
日
の
記
憶
に
あ
る
様
な
匂
ひ
た
つ
雨
降
る
午
后

を
文
筥
あ
け
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

一
点
を
見
つ
め
刈
田
に
白
さ
ぎ
の
塑
像
の
ご
と
し
残

照
の
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

碧
天
の
中
空
に
舞
ふ
秋
あ
か
ね
棚
田
は
熟
る
る
黄
金

波
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

畑
へ
の
畦
に
踏
み
ゆ
く
彼
岸
花
そ
の
赤
さ
ゆ
え
憐
れ

み
も
た
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

落
陽
に
向
か
う
機
影
は
金
色
の
水
引
幕
の
竜
と
し
見

ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

山
畑
に
畝
た
て
お
え
て
風
さ
や
か
帰
る
に
惜
し
き
茜

の
空
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

て 

か
す 

す 

く
が
ね 

さ
ん
ご
や 

ふ
ば
こ 

き
ん
も
く
せ
い 

こ 

じ
ゅ
ず 

こ 

み 

ご 

ま 

・全教室とも参加料は５００円です。 
・新規参加者はスポーツ保険に別途加入していただきます。 
・申込は、印鑑持参のうえ、参加料と保険料を添えて直接第１体育館へ。 

問い合わせ先 
　第１体育館　教室担当 
　　２２－１１５３ 
　（月曜日休館） 

第3期 健康スポーツ教室 参加者募集！ 第3期 健康スポーツ教室 参加者募集！ 

＜健康スポーツ教室＞　申込期間：12月13日（金）～25日（水） 

＜健康教室＞　申込は随時受付しています 

教 室 名 期　間 曜日 場　　所 時　間 対　象 定員 

リフレッシュ体操教室 

教 室 名 期　間 

年間通して 
い き い き 教 室 

にこにこスポーツ教室 

健康ソフトバレー教室 

朝のフィットネス教室 

夜のフィットネス教室 

減量フィットネス教室 

トランポ・ロビックス教室 

１月７日～３月４日 
（２/１１は除く） 

１月１０日～２月２８日 

１月８日～２月２６日 

１月９日～２月２７日 

１月１１日～３月１日 

毎火曜日 

毎金曜日 

毎水曜日 

毎木曜日 

毎土曜日 

第１体育館 球技室 

第１体育館 
トレーニング室 

第１体育館 球技室 

１０：００～１１：４５ 

曜　日 時　間 対　象 

第２・４火曜日 

第２・４木曜日 
１３：３０～１５：００ 

１０：００～１１：４５ 

１０：１５～１１：４５ 

１８:００～１９：２０ 

１９:３０～２１：００ 

１８：３０～１９：４５ 

一般女性 

一般女性 

場　　所 

八千種研修センター 

３０人 

２５人 

１５人 

２５人 

誰でも可 

俳

句

会 

短

歌

会 

１８ 



細く長く　粘り強く　健康長寿を願って 
　　大晦日には「年越しもちむぎ麺」で　よいお年を… No.308

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

１９ 

子どもたちもお母さんたちも大ハッスル 
食育かるたを楽しみました☆ 

◇食育かるたの絵札作成にご協力いた 
　だきました。（左から山田菜緒さん、 
　井上奈保さん、佐藤由加さん） 

入賞されたみなさん 

「いらっしゃい！」 
「もちむぎかりんとうください。」 
味噌風味が美味しさアップ☆ 「“もちむぎリゾット”おいしそうね！」 

野菜がいっぱいでヘルシー☆ 

 
◆就学前の部 
　第１位　橋本なつ芽（福崎幼） 
　第２位　佐想明音（田原幼） 
　第３位　西田悠玖（日ノ本幼） 
◆小学１・２年生の部 
　第１位　吉識穂乃香（八千種小） 
　第２位　日下部翔汰（福崎小） 
　第３位　大島　苺（田原小） 
◆小学３・４年生の部 
　第１位　齋藤朋佳（田原小） 
　第２位　長澤　翼（田原小） 
　第３位　大島　月（田原小） 

◆小学５・６年生の部 
　第１位　前田百音（福崎小） 
　第２位　森崎志桜里（福崎小） 
　第３位　安田千歳（八千種小） 
◆一般の部 
　第１位　生信淳子（東大貫） 
　第２位　安田佳奈（余田） 
　第３位　森本礼子（桜） 

「ひみつのごちそうコーナー」大盛況！ 
　地元でとれた新鮮な野菜や

特産品を使った料理、昔なつ

かしい料理を１０団体が出展。 

　大門かしわ飯や板坂の大根

炊き、西治のどじょう汁、ふ

くさきコロッケなど、ふるさ

との味をたくさんの方に楽し

んでいただきました。 

かるた大会結果 



２０ 

　日本人の２人に１人が「がん」になるこの時代… 
　友だちが、家族が、自分が「がん」を患って闘病
生活を送っている、という方も多くなっています。
「がん」を避けられない今、早く見つける、治療す
る、克服するなど、「がん」とともに生きるための
知恵をいっしょに学びましょう。 

時　間　１４：００～１６：００ 
場　所　保健センター２階　健康教育室 
　　　　※第２回のみ文化センター小ホール 
参加費　無料 
申　込　１２月２６日（木）までに保健センターへ（電話可） 
※この教室は「健康づくりポイント」の対象事業です。 

平成２５年度　あすへの健康教室 
～恐れないで！がんの時代を生きる～ 

開催日　　※日程等は変更することがあります。 

回 

１ １月１６日（木） 

２ 

３ 

４ 

５ 

月日（曜） テ　ー　マ 講　　師 

がんの患者を支える 
　～地域がん診療連携拠点病院におけるがん相談支援室の役割と現状～ 
　がんという病気のとらえ方が変わってきています。この
時代を生きるためには何が必要なのかを考えましょう。 

姫路医療センター　がん相談支援室 

　がん看護専門看護師　北山奈央子 

２月１３日（木） 

がんになったら、早く見つけて楽に治療する 
　～胃がんを中心に！胃がん検診のいま～ 
　早期発見のためには検診を受けることが大切です。が
んになりやすさをみることもできるようになりました。 

３月５日（水） 

支え合って生きていく 
　～がんとともに、より良く生きる～ 
　がんを経験し、うまく付き合いながら生活されている
方から、気持ちや支えとなった事柄など、体験をお伺い
します。 

ひょうごがん患者連絡会 

３月２５日（火） 

運動習慣で、心と体を健やかに 
　～自力整体を体験しよう～ 
　病気にならないために、なってもうまく付き合うため
に、適正体重の維持は大切です。自分に合った運動を見
つけ、取り組みましょう。 

自力整体ナビゲーター　　四宮美華 

１月２５日（土） 

「合同講座」 
　食生活から　健康で美しくいきいきと 
　健康のもととなる食生活について、もう一度考えてみ
ませんか。 

名古屋経済大学　人間生活科学部 

　　　　　栄養学科講師　上延麻耶 

町
の
せ
ん
せ
い
『
健
康
ひ
と
こ
と
コ
ラ
ム
』 

　
歯
科
に
関
す
る
健
康
コ
ラ
ム
は
今
回
が
最
初
な
の
で
、
虫
歯
に

つ
い
て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
虫
歯
と
は
、
歯
に
対
し
て
起
こ
る
細
菌
感
染
症
、
簡
単
に
言
う

と
、
口
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
細
菌
の
中
で
主
に
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌

（
お
子
さ
ん
に
説
明
す
る
時
に
は
虫
バ
イ
キ
ン
と
呼
ん
で
い
ま

す
）が
、
飲
食
物
の
中
の
糖
分
を
エ
サ
に
し
て
増
殖
し
、
ネ
バ
ネ

バ
し
た
物
質
を
作
り
出
し
、
歯
の
表
面
に
付
着
し
ま
す
。
こ
れ
を

歯
垢（
プ
ラ
ー
ク
）と
呼
び
ま
す
が
、
こ
の
プ
ラ
ー
ク
の
中
で
細

菌
が
多
量
の
酸
を
作
り
出
し
、
歯
の
組
織
を
溶
か
し
て
し
ま
う
病

気
な
の
で
す
。 

　
虫
歯
に
は
い
ろ
い
ろ
と
段
階
が
あ
っ
て
、
そ
の
状
態
に
よ
り
治

療
も
異
な
り
ま
す
。
歯
磨
き
だ
け
で
改
善
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

抜
歯
し
な
い
と
ダ
メ
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

早
く
見
つ
け
て
正
し
く
治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
経
験
さ

れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
治
療
し
た
と
こ
ろ
が
何
年
か
経

つ
と
、
ま
た
同
じ
部
分
が
虫
歯
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
一
度
破
壊
さ
れ
た
歯
の
組
織
は
、
健
全
な
歯
よ
り
歯
質
が
弱

く
、
細
菌
が
集
ま
り
や
す
く
、
磨
き
残
し
も
多
い
た
め
、
治
療
後

に
し
っ
か
り
と
予
防
で
き
て
い
な
い
と
再
び
次
の
段
階
の
虫
歯
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
年
齢
や
環
境
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す

が
、
虫
歯
に
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
は
歯
の
根
が
あ
る
限
り
続
き

ま
す
。
今
回
、
残
念
な
が
ら
予
防
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
で
き
ま

せ
ん
が
、
大
切
な
の
は
正
し
い
知
識
や
良
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
、
そ
し
て
、
歯
に
関
心
を
持
つ
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

　
ち
な
み
に
、
産
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
口
の
中
に
は
虫

歯
を
作
る
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
ご
家
族
、
身
近

な
人
に
よ
り
箸
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
を
介
し
た
唾
液
を
通
じ
て
、
ま

た
は
愛
情
の
こ
も
っ
た
キ
ス
か
ら
も
虫
バ
イ
キ
ン
が
赤
ち
ゃ
ん
の

お
口
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
が
細
菌
感
染
症
な
の

で
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
ね
。 

第
3
回 

虫
歯
に
つ
い
て 

中
安
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　 

中
安
博
之
　

先
生 

参加者募集！ 参加者募集！ 

公立神崎総合病院 

　　　　　　　　副院長　　田孝好 



　年末年始の期間中は休診する医療機関も多いため、
お子さんのようすが「いつもと違うな」「体調が悪そ
う」と感じたら、かかりつけ医や近隣の医療機関の
早めの受診を心がけましょう。 

　子どもの急な病気で医療機関を受診すべきか悩ん
だ時はご相談ください。 

保健センターだより 

２１ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

H２４.１２月生まれの児 

H２５.９月生まれの児 

Ｈ２５.８月生まれの児 

Ｈ２５.２月生まれの児 

H２２.１０・１１月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１２/９（月） 

月～金 

１２/２４（火） 
 

１２/９（月） 
 

１２/９（月） 

１２/２５（水） 

１２/１７（火） 

１２/２５（水） 

１２/１８（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター12月定例行事予定 

＊小児肺炎球菌ワクチンが１１月１日よりプレベナー７価から
プレベナー１３価に変更になりました。接種間隔等は変更あ
りませんので、引き続き接種を進めてください。 
＊二種混合・三種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・
小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防接種は、接種間隔に気を
つけましょう。 
＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１年間で
す。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 

予
防
接
種 

～気になる症状がある場合は早めの受診を～ 

開院時間：９：００～１７：００ 

≪年末年始の当番医≫ 

月 日 医 院 名 所 在 地 電　話 科 

神崎総合病院 

神崎総合病院 

山 田 医 院 

マサキ医院 

神崎総合病院 

大野整形外科 

神河町粟賀３８５ 

神河町粟賀３８５ 

西田原１４３０－３ 

西田原１０４ 

市川町西川辺６１２ 

３２－１３３１ 

３２－１３３１ 

２２－５３０５ 

内・外 

内・外・小 

内 

内 

内・外・小 

整形 

２３－００１０ 

２６－３３０３ 

２９ 

３０ 

３１ 

１ 

２ 

３ 

１２ 

１ 

≪電話相談窓口≫ 

電
話
番
号 

時
間 

兵庫県小児救急医療 姫路市救急医療（小児科） 

月～土曜　１８:００～２４:００ 

日曜・祝日、１２/３０～１/３ 

　　　　　　９:００～２４:００ 

月～土曜　２０:００～２４:００ 

日曜・祝日、１２/３１～１/３ 

　　９:００～１８:００ 

　２０:００～２４:００ 

０７９－２９２－４８７４ 
ふくつう しんぱいなし 

♯８０００ 

ダイヤル回線、IP電話 

の方は 

０７８－７３１－８８９９ 
ははきゅうきゅう 

ヘ
ル
シ
ー
！
簡
単
！
日
本
の
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
朝
ご
は
ん
！ 

庄
　
　
栞
さ
ん（
福
崎
東
中
学
校
３
年
〈
当
時
〉
）の
作
品 

 
材料　・エリンギ１/２パック 
　　　　　　酒大さじ１/４　しょうゆ大さじ１/４ 
　　　　　　みりん大さじ１/２　粉末だし少々 
　　　・青ねぎ（小口切り）少量 
作り方　①エリンギを５mmの厚さぐらいのたて切り

にする。 
　　　　②①をフタ付きの小鍋に入れて、少量の水と

Ａを加えて火にかける。（中火！） 
　　　　③ときどきかきまぜる。エリンギがくたっと

なって色がついてきたら皿に盛り付ける。
青ねぎを散らせば完成！ 

 
 
材料　・水、粉末だし（お好みで）　・みそ（お好みで） 
　　　・長いも６０ｇ　・とろろこんぶ少量 
作り方　①何も入っていないみそ汁を作っておく。 
　　　　②長いもの皮をむいて、すりおろす。 
　　　　③①にすりおろした長いもを入れる。 
　　　　④食べる前にとろろこんぶを少量のせる。 
 
 
材料　・卵１個（大きいサイズ） 
　　　　　　牛乳大さじ１/２　塩こしょう少々 
　　　　　　砂糖小さじ１/２　粉末だし少々 
　　　・サラダ油適量　・市販の納豆１/２パック 
　　　・プチトマト４個（お好みで！） 
作り方　①納豆には付属のタレ、からしを加えて味を

つけておく。 
　　　　②卵はボウルに入れ、Ａで味つけをする。 
　　　　③フライパンにサラダ油をひき、卵を焼いて、

中に①の納豆を入れ包む。 
　　　　④皿にオムレツを盛りつけ、最後にプチトマ

トを添える。＋白飯も！ 

エリンギの蒸し煮 

長いものみそ汁 

なっとうオムレツ 

ど
れ
も
と
て
も
簡
単
な
の
で
、

ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
♪ 

朝ごはん 
レシピ⑬ 

A

A



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２５年１０月末現在 

７，２７４世帯 
９，３２１人　 
３８人　 
１３人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５２７人 
１０，２０６人 

５２人 
１６人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２２ 

 　
高
岡
小
学
校
の
七
種
太
鼓
が
２０
周
年
を
迎
え
、
１１
月

１６
日
、
記
念
発
表
会
が
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
卒
業
生
や
な
つ
か

し
い
先
生
方
が
見
守
る
な
か
、
子
ど
も
た
ち
は
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

力
強
い
太
鼓
の
音
と
か
け
声
に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
！

観
客
席
か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
鈴
ノ
森
神
社
と
北
野
天
満
神
社
は
学
問
成
就
や
合

格
祈
願
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
ふ
た
つ
の
神
社
を
結
ぶ
「
学
問
成
就
の
道
」
を
ご

存
じ
で
す
か
。
名
前
を
聞
く
と
、
な
ん
だ
か
歩
く
だ

け
で
頭
が
よ
く
な
り
そ
う
な
夢
の
よ
う
な
道
を
想
像

し
て
し
ま
い
ま
す
。
実
際
に
学
問
成
就
の
道
を
歩
い

て
き
ま
し
た
。 

　
柳
田
國
男
生
家
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
鈴
ノ
森
神
社
は
、
柳
田
國
男
・
松
岡
家

兄
弟
の
氏
神
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
合
格
祈
願
に
絵
馬
を
奉
納
す
る
と
よ

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
野
天
満
神
社
に
は
、
撫
で
る
と
頭
が
よ
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
”撫
で
牛
“
が
あ
り
ま
す
。
な
る
ほ
ど
、
学
問
成
就
の
道

を
通
っ
て
２
つ
の
神
社
を
参
拝
す
る
と
、
合
格
祈
願
や
学
問
成
就
祈
願
の
ご
利

益
が
倍
増
す
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
道
中
に
は
、
短

歌
の
森
が
あ
っ
た
り
、
辻
川
山
の
山
頂
展
望
台
で
は

き
れ
い
な
福
崎
町
の
景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
と
、

楽
し
く
散
策
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
受
験
生
は
受
験
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
ま
す
。

一
生
懸
命
勉
強
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
時
に
は
外
に
出
て
自
然
の
中
で
頭
を
す
っ

き
り
さ
せ
る
の
も
よ
い
で
す
よ
。 

（
塩
見
浩
幸
・
長
尾
正
樹
・
岡
本
美
菜
子
・
斉
藤
夏
季
） 

な 

鈴ノ森神社 

撫で牛 


